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□ 花城清文 議員

１．市町村特定処理支援事業補助金１，９４９千円の交付金を申請しなかった責任を

問う ［ 町長 ］

（１）平成２６年度の市町村特定処理支援事業補助金の申請を３回も見逃した責任は

大きい。過去のミスが生かされていないが、職員をどのように指導し指示してきたか。

（２）自分の生活を切り詰めて納税した町民に対しどう思うか。また、１６０万円

余りのお金を町民が負担しなければならない根拠の説明を求める。

（３）町民は、自分の金でないから真剣さが足りないという。再発防止に対しその方

策はどうなっているか。

２．保育所での新支援法の取り組みについて問う ［ 町長・教育委員長 ］

（１）新支援法（子ども・子育て支援新制度）では保育を必要とする要件が緩和され

た。平成３１年度までに待機児童解消に向け計画（子ども・子育て支援事業計画）を

策定しなければならないがどうなっているか。

（２）新支援法で３歳児を職員１人が担当する人数は２０人から１５人になった。本

町の職員体制はどうなっているか。

（３）他市町村では３歳児から５歳児までの保育園と幼稚園の機能を併せ持つ認定こ

ども園の設置を計画している。本町はどうするか。



-3-

（花城清文議員 一般質問）

３．幼稚園教育の推進と新支援法について問う ［ 教育委員長 ］

（１）新支援法では親が希望をすれば３歳児から５歳児まで幼稚園で保育しなければ

ならない。これら対象児の調査は必要ないか。

（２）平成２８年度から４歳児を保育するが園舎建築は間に合うか。また、３歳児の

教室はどうするか。

（３）来年は教頭３人が退職予定である。それに、クラスも増え４人の担当教諭が必

要である。一般事務職の採用試験と切り離し早めに採用試験をしてはどうか。

（４）町は退職者の補充を行ってきた。それでは正規職員が少なく、幼稚園教育の質

の低下を招くがどうするか。

（５）土曜預かり保育は対象園児の３パーセントである。２０人余の園児を４園で実

施しているが、それを１園でまとめてやると職員の負担軽減、人件費、水道、電気料

金等の維持管理費も軽減されるがどうか。

４．北丘小学校西側避難通路整備事業の進捗を問う ［ 町長・教育委員長 ］

（１）当初予算で調査費が計上されているが、現在までの作業進捗はどうなっている

か。また、危険な通学路を早めに整備し、安全で安心して通学できるようにして欲し

いがどうが。

５．エイサーが練習できる広場が必要だがどうか ［ 町長・教育委員長 ］

（１）町青年連合会に加入している支部は何支部か。

（２）女性会と同じように支部組織がなくなる心配はないか。

（３）青年会の育成と、地域の活性化を図るためエイサーが練習できる広場を整備し

て欲しいがどうか。
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□ 宮城寛諄 議員

１．農業振興と所得向上を ［ 町長 ］

（１）第６次産業を充実・発展させるため町はどう取り組んでいるか。

（２）ＪＡ等と協力し、くがに市場近くに、農産物の加工所を設けて、市場で売れ残

ったもの等、加工して提供してはどうか。

２．中央公民館の利用時の空調施設の料金について ［ 教育委員長 ］

（１）中央公民館のクーラー利用料が、ホール以外の、会議室などが１時間１，００

０円が設定されているが、その料金にした根拠は何か。クーラーの燃費からすると割

高ではないか。

（２）町内の他の施設と比べて料金はどうか。料金をもっと安くできないか。

３．国保特会へのその他一般会計繰り出し金について ［ 町長 ］

（１）これまで、保険料金の負担増にならないように、一般会計から国民健康保険特

別会計へ繰り出しを行ってきているが、平成２６年度はゼロとなっている。前期高齢

者の交付金が、全国に比べ少ないため、大きな赤字となっている。その赤字をはっき

り見せるためと説明していたが間違いないか。

（２）前期高齢者交付金の不公平さを是正するまで、繰り入れを行わないのか。その

ことにメリットはあるのか。これまで通り繰り入れてはどうか。

４．鉄軌道の実現に向けて ［ 町長 ］

（１）次年度も鉄軌道の予算として１億円を超える予算を、県では見込んでいる。当

町は、鉄軌道についてどう対処しようとしているか。

（２）国道３２９号を与那原までＬＲＴで結ぶ案が、検討されているようだが、当町

も加わっているのか。

５．シルバー人材センター設立へ ［ 町長 ］

（１）これまでの当町の人材活用する事業（まちづくりサポートセンター、ファミリ

ーサポートセンター等）の実績はどうか。また、費用はいくらか。

（２）以前、シルバー人材センター設立の質問に対し、今ある事業で十分対処できる

と答弁なされたが、町民の要求を満たしているのか。
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□ 大城勝 議員

１．南風原町沖縄戦終結７０年平和祈念事業について ［ 町長・教育委員長 ］

（１）町が行う平和祈念事業の開催趣旨は、恒久平和を希求する町民の心と同じであ

ると推量するが、町行政の平和祈念事業に対する思い入れの程を聞きたい。

（２）どのような祈念事業が実施されてきたか。またこれからの予定計画を知りたい。

（３）いままでの祈念事業の開催で、町民の関心度、反応をどのように捉えているか。

（４）平成２４年度に６００部数発行された『戦世の南風原（南風原町誌第９巻戦争

編本編）』の書籍がある。この書籍は、祈念事業の趣旨に沿った読み応えのある書籍

と評価したい。戦後７０年平和祈念事業の一環として、増刷、編集して町民に廉価で

配本できないか。

２．「健康増進の日」の制定を ［ 町長・教育委員長 ］

（１）町の陸上競技大会は、町行事の中でも町民が多く集まるイベントである。健康

にとって運動することの大切さを町民に周知するために、その日を南風原町民の「健

康増進の日」として制定できないか。

（２）日頃から健康に留意し、無理のない生活を送っている多くの町民に、その生活

スタイルを讃える仕組みがつくれないか。「健康増進の日」がプリントされたタオル

の配布があってもいいと考えるがどうか。

（３）「健康増進の日」は、黄金の森公園では、陸上競技を通して運動の面から競技

が展開されるが、ちむぐくる館では健康展などを開催して、保健、栄養の面から健康

を考えることの催しができないか。
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（大城勝議員 一般質問）

３．南風原町産品の推進について ［ 町長 ］

（１）南風原産へちまの販売促進事業の一環で、はえばる美瓜（びゅうりー）の銘柄

商品は誕生したと思う。はえばる美瓜の普及拡大のためにも出荷する製品には、はえ

ばる美瓜のネーミングを入れるなどの工夫がほしい。そのための町財政からの支援が

できないか。

（２）プレミアム付「はえるん商品券」の売れゆきを知りたい。南風原町は、プレミ

アム率２０パーセント、一人当たりの割当上限額３万円などの売り出し条件だが、他

自治体と比べ、本町の商品券の販売筋はどうか。また町民の反応はどうか。

（３）南風原町のイメージキャラクター、はえるんを刷り込み「南風原産品愛用」の

文字をキャッチフレーズとして入力したシールを頒布できないか。そうすることで、

町民に、まずは南風原産品を第一に考えるという意識高揚につながると思う。

４．かすり会館の日曜日開館について ［ 町長 ］

（１）かすり会館は、従来の日曜日閉館を見直し、日曜日も開館するとのことだが、

このことは組織改革の表れだと評価したい。従来あるしきたりを変えるのはそうたや

すいことではないと考える。琉球かすり組合の日曜日開館への流れは、町行政の働き

がけがあってのことかを聞きたい。

５．サイエンスショーについて ［ 教育委員長 ］

（１）サイエンスショー見学の目的、意義はなにか。この見学は理科離れと言われる

児童に、くい止める効果を期待できるか。

（２）サイエンスショー見学において、児童一人当たりいくらの必要経費となるか。

過去の見学人数と予算額を知りたい。

（３）見学は、日頃の授業の一環だと思うが、その日頃の授業学習や、家庭学習に見

学は活かされているか。例えば、授業のテストで、見学内容からも出題されているか。

家庭では、親子で見学の内容を話題にしているか。

（４）数年前に見学した５，６年生はもう、中学生になる。サイエンスショー見学の

効果を検証したことがあるか。中学校の理科教師の声はどうか。

（５）このサイエンスショーの魅力は、大勢の観客が、目の前で実演を見れ、感動体

験を共有できるところにあると、実際に見学して感じた。今後もサイエンスショー見

学の予定はあるのか。
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□ 照屋仁士 議員

１．空き家・空き地対策で地域活性化を ［ 町長 ］

（１）町内での空き家・空き地の現状はどうか。

（２）本町では空き家・空き地などへの対策はあるか。

（３）空き家条例の必要性はあるか。

２．住民参加を促進する方法は ［ 町長 ］

（１）住民参加について、南風原町まちづくり基本条例から説明せよ。

（２）住民参加条例、住民活動推進条例を検討したことはあるか。またどう評価する

か。

（３）住民参加を促進する方法を、第五次南風原町総合計画と関連付けて検討しては

どうか。
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□ 知念富信 議員

１．大名地内の道路決壊の早期復旧を ［ 町長 ］

（１）大名地区の町道１０号線道路決壊の原因は何か。

（２）道路決壊の下で造成工事が行われていたが、申請はどのように受理したか。

（３）町道１０号線の道路計画に支障はないか。

（４）幹線道路として広く活用されていた道路である。迂回路の看板掲示はされてい

るか。

２．里道の建造物撤去を ［ 町長 ］

（１）兼城３１番地の住宅前里道を個人用地と主張して、ブロックを積み封鎖してあ

る。行政にて対処できないか。

（２）里道の建造物はどのように対処するか。

３．芝管理の拡大を ［ 町長・教育委員長 ］

（１）黄金森野球場、本部公園の芝管理はどうなっているか。

（２）芝管理人の育成の取り組みを行っているか。

（３）町管理の公園で芝管理人による芝の維持管理が必要な所はないか。
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□ 上原喜代子 議員

１．国民健康保険の広域化について ［ 町長 ］

（１）平成３０年度より持続可能な社会保障制度の確立として、都道府県が国保財政

運営の責任主体（広域化）になるとのことだが進捗状況はどうなっているか。

２．国保会計の赤字について ［ 町長 ］

（１）平成２６年度決算において国民健康保険特別会計が約７億６千万円の赤字決算

となった。沖縄戦の影響で前期高齢者交付金が少ないことが、国保財政悪化の要因と

している。国保財政に関する国の支援の見通しはどうなっているのか。

（２）広域化へ移行することで、国保の赤字状況に対し県の評価、課題または効果は

どうなるか。

（３）平成２５年度と平成２６年度を比較すると国保赤字等の影響により財政調整基

金の目減りが著しい。また、扶助費の伸び率も１１パーセントと高い数字である。さ

らに町債の残高は約１７５億円。国保の赤字を抱えたまま平成３０年までどう乗り切

るのかと懸念するが対策はあるか。

（４）国が保健事業において、将来的に予防、健康づくりに関する被保険者の自助努

力への支援策をあげているが、それに伴い本町はどのような取り組みを計画している

か。

３．点と線を結ぶ景観の在り方を ［ 町長 ］

（１）宮平学校線から役場、第一団地、本部、津嘉山へとカンナの花で沿道が線上に

つながっている。その植栽を点となる交差点の宮平、津嘉山公園予定地の両交差点に

つながりをもたすことはできないか。
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□ 赤嶺雅和 議員

１．国民健康保険特別会計増について ［ 町長 ］

（１）平成２７年度の国民健康保険特別会計は１０億円も増えている。医療費増に伴

う部分を詳しく説明を求む。

（２）医療費の抑制にどう対処するか。

２．青年会への活動に対する支援は ［ 町長・教育委員長 ］

（１）青年会が行う文化芸能活動に対しての支援はどうなっているか。

（２）各自治会での獅子舞やエイサーの活動に支援はあるか。
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□ 金城好春 議員

１．電線の嵩上げについて ［ 町長 ］

（１）津嘉山区には琉球王府時代に王府から賜った御拝領旗がある。綱曳き当日は東

（アガリ）と西（イリ―）それぞれの御物（グムチ）を出発して旗頭を先頭に津嘉山

小学校まで道ズネーで進む。しかし、電線が旗頭より低い位置にあったりするため、

旗頭を倒したり立てたり支障をきたしている。綱曳き行列コース上の電線の嵩上げは

できないか。

２．津嘉山小学校の環境整備について ［ 町長・教育委員長 ］

（１）津嘉山小学校運動場入口に建設してある東屋の茅葺き屋根は長い年月により茅

が腐食して穴だらけになっている。修復して教材用として保存はできないか。

（２）町道や公園の除草作業で刈り取った茅を東屋の修復に利用させることはできな

いか。

（３）津嘉山小学校運動場に設置されているバックネットは長い年月により鉄パイプ

が腐食して危険である。早急に修復できないか。

３．町道認定について ［ 町長 ］

（１）字津嘉山１８２１番地４の仲里マンション前から１６６４番地１前までの区間

を町道認定できないか。
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□ 大宜見洋文 議員

１．安全・安心なまちのブランド力を強化するためには ［ 町長 ］

（１）一括交付金を使って商標登録された「はえばる美瓜」だが、その後の使用・普

及状況を問う。

（２）安全・安心なまち南風原町の目標へ、農産物も無農薬・自然栽培を奨励するべ

きではないか。

（３）健康で安全・安心なまちにするためには、化学肥料や農薬の使用禁止を条例で

定め、無農薬・自然栽培の町宣言をするのはどうか。

２．今年度実施したプレミアム商品券について問う ［ 町長 ］

（１）完売が速くて、成功と評価できる一方、買えなかったと不満を耳にする事が多

い。問題点は何か。

（２）プレミアム商品券販売促進用のチラシには、発行総数の記載がなく、ハガキが

届いた人には、すべてを購入可能と受け取れた。一次販売は、全世帯購入可能にする

べきではなかったか。

（３）東京・武蔵野市では、お年寄りなど、社会的弱者とされる市民に優先販売をす

るとのことだそうだが、配慮するべきではなかったか。

（４）効果・反省・課題を踏まえて、購入できなかった町民への対応策は考えている

か。

（５）購入後の評判は良かったと感じる。次の施策へ反映させてほしいが、再実施へ

の可能性はあるか
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（大宜見洋文議員 一般質問）

３．観光協会主催のキッズパークについて問う ［ 町長 ］

（１）どれ位の予算で開催できて、集客数はどうだったのか。

（２）飲食の販売ブースに長蛇の列で売り切れも早かった。駐車場にもブースを広げ

る事、また、農産物即売も必要ではないか。

４.小中学校の教育環境について問う ［ 教育委員長 ］

（１）南風原小学校では、クラス定員が４０人に達して、音楽やパソコンの授業の際、

特別支援教室からの児童も加わると、４０人を超えてしまい、パソコンも交互に使用

する状況の学年があると聞く。改善策はあるか。

（２）町立小中学校に勤務する教職員の病休の割合は、近隣自治体と比べて多いとの

報告があったが、事実はどうか。

（３）町立小中学校での今年度の不登校の児童生徒の数と近年の傾向について問う。

５．県立開邦高校が次年度から中高一貫校になることについて問う［ 教育委員長 ］

（１）県立開邦高校は、町内にあるが、次年度から中高一貫になると聞いた。町とし

て、どう関わっていくのか。
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（大宜見洋文議員 一般質問）

６．町内の学童保育の現在の状況は ［ 町長・教育委員長 ］

（１）翔南小校区の待機学童の課題は解消されたか。

（２）南風原小学校では、障がい児の数が他校に比べ非常に多いと聞く。校区内学童

での預かりに関して、問題は無いか。また、他の校区の障がい児受け入れの状況はど

うか。

７．町立図書館の子育て支援を課題に施策を展開するとの答弁に矛盾はないか

［ 教育委員長 ］

（１）夏休み 初の連休イベントとして定着したキッズパーク開催時に、図書館が閉

館とは、子育て支援に逆行しているのではないか。

８．一昨年度から昨年度の一年間で医療費が３億円増加した。年々増加する医療費負

担について ［ 町長 ］

（１）各字・自治会単位の医療費の推移は算出可能か。

（２）各字・自治会単位でインセンティブをつけた医療費削減のキャンペーンは可能

か。

９．稼げる自治会公民館や観光協会資料館建設の可能性について ［ 町長 ］

（１）地方創生戦略の成功例に挙げられる岩手県紫波町は「ＰＰＰ」を活用してまち

づくりを進めたと聞く。「ＰＰＰ」をどう捉えているか。

（２）今後予定されている字自治会公民館建て替えや、観光協会関係の歴史資料館な

どへ、ＰＰＰ手法導入の計画はあるか。
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□ 大城毅 議員

１．安倍政権の辺野古新基地建設を断念させる取組の強化を ［ 町長 ］

（１）辺野古新基地建設計画にかかる８月１０日からの政府・沖縄県の集中協議期間

の協議をどう評価するか。

（２）協議期間後の新しい情勢下に、新基地建設を止めさせるうえで町長はどう行動

するか。

２．小学校・中学校に適切な数の冷水器を設置してはどうか

［ 町長・教育委員長 ］

（１）各小中学校の冷水器の設置状況はどうなっているか。

（２）各フロアに適切に設置すべきではないか。

３．喜屋武地番の排水溝に蓋かけを ［ 町長 ］

（１）喜屋武８番地横の排水溝は蓋がなく、危険である。悪臭も発し、周辺から苦情

がある。蓋かけすべきではないか。

４．バス停への屋根設置について ［ 町長 ］

（１）沖縄銀行南風原支店前のバス停の屋根は７月にバス協会が設置すると聞いてい

るとの答弁があったがまだ設置されていない。どうなっているか。

（２）当間原バス停の屋根設置に必要な用地確保の状況はどうなっているか。
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□ 浦崎みゆき 議員

１．胃がん予防対策について ［ 町長 ］

（１）本町の胃疾患人数及び罹患率はどのようになっているか。

（２）ピロリ菌の除菌が保険適用となったが周知活動の状況はどうなっているか。

（３）ピロリ菌検査は保険適用でないため、ピロリ菌検査のための無料クーポン券の

発行ができないか。

２．要支援者名簿と防災減災について ［ 町長 ］

（１）災害時の要支援者名簿の活用状況を問う。

（２）要支援者名簿に基づく個別計画策定状況の現状を問う。

（３）本町に指定避難ビルはあるか。

３．空き家対策について ［ 町長 ］

（１）「空き家対策推進特別措置法」が施行された。本町の空き家実態調査は行われ

ているか。

（２）空き家対策計画を策定し空き家の利活用による地域づくりをする考えはないか。
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□ 玉城勇 議員

１．生活困窮者対策について ［ 町長 ］

（１）南風原町内に６５歳以上の方で無年金者は何人いるか。

（２）無年金者対策をどのように考えているか。

（３）年齢を増すと共に生活困窮者が増加していくが救済対策はあるか。

２．町立・法人保育園の園児受入について ［ 町長 ］

（１）町内転入者の児童の保育園受入について、すぐに保育園に入所できないことが

多い。臨時的措置で半年程の入所を可能にすることはできないか。

３．マイナンバー不着恐れについて ［ 町長 ］

（１）マイナンバー制度不着恐れがあることが新聞に掲載されている。住民票上の住

所に住んでいないために受け取れないこと等であるが、南風原町はどのように対応し

ていくか。

（２）住民票を異動したくない方についての対応はどうするか。
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□ 赤嶺奈津江 議員

１．集落支援員制度で町民視点のまちづくりを ［ 町長 ］

（１）第五次南風原町総合計画が策定に向け動き出した。今後のまちづくりに町民の

声を反映するため、地域の実情に詳しい人材と連携する必要がある。「集落支援員制

度」を活用してはどうか。

（２）これまで集落支援員制度を検討したことはないか。

（３）集落支援員は区長・自治会長が兼任することもできる制度である。これからの

自治会運営は都市化する南風原町にとって大きな課題になると考える。専任・兼任も

含め、制度の検討をしてはどうか。

２．児童生徒の生活習慣病予防を ［ 町長・教育委員長 ］

（１）児童生徒の生活習慣病予防のための検査について以前にも（平成２６年３月定

例会で）質問したが、実施しているか。

（２）児童生徒の生活習慣病にかかる状況を把握できるようにしているか。

（３）検査することを前提に、検討するとの答弁があったと認識している。現在の状

況はどうなっているか。

３．町職員の採用計画について ［ 町長・教育委員長 ］

（１）南風原町は年々人口が増加している。町役場の業務も県からの権限移譲なども

あり増えていると思う。これからの業務量を見込み、職員の増員を検討してはどうか。

（２）ここ近年、正職員の採用に比べ、臨時・嘱託職員が増えているように感じる。

現状はどうか。

（３）臨時・嘱託職員は雇用期間や業務内容が限定されている。正職員以外の増加で

は安定した住民サービスの提供ができないことも考えられる。臨時・嘱託職員の比重

上限を決めておくなどの対応ができないか。


